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　９月��、��日の二日
間、北見市を全体会場
に、網走管内８会場の
分科会を配置した、第
��回全道へき地・複式
教育研究大会網走大会
が道内の多くの参加者
を得て盛会裡に行われ
ました。
　晴天に恵まれた秋の

オホーツク海は眩いほどに輝き、その魅力が参加
者の脳裏に強く刻まれたように思います。
　網走大会は、平成７年の全国大会以来でありま
す。全国大会は三日間の日程で行われましたので、
大変な労力を費やした大会でありましたが、多く
の実践研究の発信と、多くの評価をいただいた大
会でもありました。それらの成果を継承した本大
会は、分科会こそ少なくなりましたが、網走地区
のへき地教師による確かな実践が各学校に受け継
がれているものでありました。研究を「つなぐ」
ことの大事さを改めて感じたところであります。
開催に向けて準備をいただいた網走大会実行委員
会の皆様と関係各位に対し、改めてお礼を申し上
げます。
　道へき・複連の研究は継続していますので、９
月末からは、次年度の胆振大会に向けたプレ研究
大会が既に始まっております。胆振地区近隣の皆
様には、プレ大会への参加を通じ、次年度の全道
へき研胆振大会の成功に向けたご支援やご協力を

いただければと思います。
　さて、次年度から実施される「へき地級地の見
直し」についてであります。��年ぶりの「指定基
準の改正」に伴う見直しは、へき地指定校におい
ては大変厳しい内容となっています。特に中山間
地のへき地校は現在の級地から下がる見通しであ
ります。道教委にも再三お願いをして参りました
が、実情に見合った点数の精査が一層必要であり
ます。この原稿が読まれる頃には、既に決まって
いるものと思いますが、調整点数の都市近郊に関
わる減点数の対応については特段の配慮をお願い
して参りましたので、北海道という広大な地域性
を勘案し、地域のもつ実状を反映したものとなる
ことを願っています。どちらにせよ、今回の基準
の改正には改善を要するものも多くあり、今後も
文科省をはじめとする関係機関への働きかけに努
めたいと思います。
　へき地教育を取り巻く状況が悪化する中、新し
い時代を築く教育実践が求められています。時代
の流れに翻弄されることなく、へき地教育の歴史
に学んだ着実な実践研究を通して、新たな展望を
見出したいものであります。
　結びになりますが、今年度から始まった第８次
長期５か年推進計画を共有し、各学校での新たな
研究課題の解明に活用していただきたいと思いま
す。また、各学校では、次年度、移行措置の最終
年を迎えます。教育課程の編成に当たっては、へ
き地教育の良さを取り入れたものに是非ご尽力い
ただければと思います。
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